
令
和
5
年12

月
号

発
行
千
葉
県
長
生
郡
一
宮
町

編
集
一
宮
町
役
場
企
画
広
報
課

電
話
0475（

42）
2111（

代
）

人
口

12,323　
人
（
－
56人

）
男

6,105　
人
（
－
47人

）
女

6,218　
人
（
－

9人
）

世
帯
数

5,698
世
帯（
－
32世帯）

面
積

22.97
㎢

※
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
（
　
）
内
は
前
月
比

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.chiba.jp

小
出
悠
太
選
手
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

小
出
悠
太
選
手
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

町
出
身
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

【
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
】



一
宮
中
学
校
の「
や
ま
ゆ
り
祭
」が
10
月
20

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
拡
大
を
受
け
、
１
年
生
は
27
日
に
発
表
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
て
の
学
級
が
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
学
年
ご
と
に
課
題
曲
の「
ふ
る
さ

と
」を
歌
っ
た
後
、
学
級
ご
と
に
課
題
曲
と
自

由
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
合
唱

発
表
に
加
え
、
職
員
合
唱
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
一
人
一
人
の
心
の
こ
も
っ
た
美
し
い
歌

声
や
、
吹
奏
楽
部
が
奏
で
る
色
と
り
ど
り
の
音

色
が
会
場
全
体
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

◆
自
由
曲
名

・
１
学
年　
Ａ
組「
あ
さ
が
お
」　
優
秀
賞

　
　
　
　
　
Ｂ
組「
空
高
く
」

　
　
　
　
　
Ｃ
組「
明
日
へ
」

　
　
　
　
　
Ｄ
組「
輝
く
た
め
に
」

・
２
学
年　
Ａ
組「
旅
立
ち
の
時

�

～Asian�D
ream

�Song

～
」

　
　
　
　
　
Ｂ
組「
時
の
旅
人
」

　
　
　
　
　
Ｃ
組「
時
を
越
え
て
」　
優
秀
賞�

・
３
学
年　
Ａ
組「
信
じ
る
」

　
　
　
　
　
Ｂ
組「
消
え
た
八
月
」　
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
Ｃ
組「
ひ
と
つ
の
朝
」

◆
三
年
間
の
集
大
成
を
発
表
す
る
３
年
生

今
年
度
の
や
ま
ゆ
り
祭
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
、
１
年
生
が
別
日

に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
通

り
、
全
ク
ラ
ス
が
合
唱
の
発
表
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

や
ま
ゆ
り
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

各
学
級
が
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
２
、
３
年
生
の
合
唱
発
表
に
続
き
、

後
日
行
わ
れ
た
１
年
生
の
発
表
や
吹
奏
楽

部
・
生
徒
会
の
発
表
も
あ
り
、
今
年
度
の

や
ま
ゆ
り
祭
は
全
生
徒
が
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
や
ま
ゆ
り
祭
の
実
行

委
員
長
と
し
て
自
信
を
も
っ
て
活
躍
で
き

た
と
は
あ
ま
り
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
実

行
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
大
変
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
唱
練
習
や
合
唱
の
発
表
を
通

し
て
、
生
徒
一
人
一
人
が
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
し
、
仲
間
と
団
結
し
、
気
持
ち
を

一
つ
に
す
る
大
切
さ
を
学
べ
た
と
思
い

ま
す
。
学
級
の
仲
間
で
心
を
一
つ
に
し
て

歌
っ
た
合
唱
は
、
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど

心
に
響
く
も
の
で
感
動
し
ま
し
た
。

私
た
ち
３
年
生
は
、
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
受
験
に
向
け
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

や
ま
ゆ
り
祭
実
行
委
員
長

　
　
　
　
３
年
Ａ
組　
高
橋　
寅と

ら

風か
ぜ

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）４
５
７
４

2広報 2023.12 2

特

　集

特

　集

最優秀賞　Ｂ組「消えた八月」

吹奏楽部による演奏

Ａ組「信じる」

C組「ひとつの朝」

令
和
５
年
度　
や
ま
ゆ
り
祭

令
和
５
年
度　
や
ま
ゆ
り
祭

　
　
　
　
～
輝
く
希
望
を
歌
に
乗
せ　
溢
れ
る
笑
顔
に
祝
福
を
～

　
　
　
　
～
輝
く
希
望
を
歌
に
乗
せ　
溢
れ
る
笑
顔
に
祝
福
を
～



一宮町農林商工祭～4年ぶりに開催～

3 広報2023.12

特

　集

特

　集 　4年ぶりとなる一宮町農林商工祭を11月3日に開催しました。
　総勢36団体が様々な商品の販売や趣向を凝らした展示などで大勢のお客さんを出迎えました。
　ステージでは、民謡やフラダンス、バレエ、吹奏楽が披露され、会場を大いに盛り上げました。
� 【問合せ】一宮町農林商工祭実行委員会（産業観光課）　☎（42）1428

一宮商業高校吹奏楽部の演奏

いっちゃんも遊びに来てくれました

プリモーイバレエスタジオのダンス

恒例の祝い餅投げ



今
年
も
総
合
文
化
祭
と
し
て
10
月
29
日
に

「
芸
能
音
楽
祭
」、
11
月
４
、
５
日
に「
文
化

祭
」を
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
芸
能
音
楽
祭
」
は
、
今
回
新
た
に
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
大
正
琴
が
加
わ
り
、
11
団
体
が
参

加
し
て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。
観
客
と
出
演
者
合
わ
せ
て
延

べ
約
２
５
０
人
の
方
々
が
集
ま
り
、
踊
り
や

コ
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
な
ど
の
熱
演
に
、
会
場

全
体
が
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「
文
化
祭
」で
は
27
の
団
体
・
個
人
が
出
展
、

陶
芸
や
書
道
、手
芸
、写
真
、絵
画
、工
芸
作
品
、

歴
史
展
示
な
ど
、約
５
０
０
点
の
力
作
を
展
示

し
ま
し
た
。今
回
は
４
年
ぶ
り
に
、茶
道
の
実

演
、水
墨
画
や
太
極
拳
、ゲ
ー
ム
の
体
験
な
ど
、

見
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
で
体
感
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
復
活
し
て
、２
日
間
に
わ
た
り
約

６
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
に
親
し
む
１
週
間
と
な
り
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６
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特

　集

特

　集
芸
術
・
文
化
の
秋

芸
術
・
文
化
の
秋

～
芸
能
音
楽
祭
＆
文
化
祭
～

～
芸
能
音
楽
祭
＆
文
化
祭
～

　
　
文
化
の
祭
典
を
開
催
！

　
　
文
化
の
祭
典
を
開
催
！

落ちついた雰囲気の水墨画

息のそろったフラダンスの熱演

軽快なメロディーを響かせるふるさとバンド

展示と体験を行った文化祭

小中学生の作品展示

凛とした音色を奏でる大正琴



＃
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４
開
催

２
０
２
３
年
10
月
１
日
以
降
に
町
内
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
で
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。「
あ
な
た
の
一
宮
」

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

①�

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、Ｘ（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）の
い
ず
れ
か
で
観
光
協
会
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー

②
＃
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
４

　
＃
一
宮
町
観
光

　

�

２
つ
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
写
真
を
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
一
宮
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
公
式
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
一
宮
町
観
光
協
会（
産
業
観
光
課
内
）

　
☎（
４２
）１
４
２
５
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特

　集

特

　集 

「
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
」
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

「
一
宮
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
」
入
賞
作
品
の
ご
紹
介　

◆
観
光
協
会
長
賞　
　
ｍ
ａ
ｒ
さ
ん

　
「
夏
の
彩
」【
一
宮
海
岸
】

◆
町
長
賞　
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ　
Ｉ
Ｔ
Ｏ
さ
ん

　
「
夏
の
思
い
出
」【
釣
ヶ
崎
海
岸
】

◆
特
選　
髙
木　
賢
宏
さ
ん

　
「
一
宮
町
の
桜
並
木
」【
天
道
跨
線
橋
】

◆
特
別
賞　
遠
藤　
明
子
さ
ん

　
「
彦
星
を
待
つ
東
浪
見
の
鳥
居
」【
釣
ヶ
崎
海
岸
】

◆
入
選　
林　
久
生
さ
ん

　
「
波
乗
り
聖
地
の
朝
陽
」【
釣
ヶ
崎
海
岸
】

◆
入
選　
野
村　
秀
夫
さ
ん

　
「
よ
さ
こ
い
旗
競
演
」【
上
総
国
一
宮
ま
つ
り
】

◆
入
選　
玉
置　
直
子
さ
ん

　
「
一
番
大
好
き
な
ビ
ー
チ
」【
東
浪
見
海
岸
】

◆
入
選　
糸
賀　
一
典
さ
ん

　
「
荒
波
に
挑
む
」【
釣
ヶ
崎
海
岸
】

◆
入
選　
ｍ
ａ
ｒ
さ
ん

　
「
天
狗
様
現
る
」【
玉
前
神
社
】



一
、外
房
地
域
を
襲
っ
た
地
震
・
津
波

　

江
戸
時
代
以
降
、
千
葉
県
は
多
く
の
地

震
・
津
波
被
害
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
平
成
23
年（
２
０
１
１
）
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
が
記
憶
に
新
し
い
で

し
ょ
う
。
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
延
宝
５
年

（
１
６
７
７
）の
延
宝
地
震
・
津
波
、元
禄
16

年（
１
７
０
３
）の
元
禄
地
震
・
津
波
で
の

被
害
状
況
を
、
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
か

ら
見
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
地

震
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
延
宝
地
震
・
津
波

　
【
発
生
日
】

　
・
延
宝
５
年
10
月
９
日

　
　
（
１
６
７
７
年
11
月
４
日
）

　
【
推
定
規
模
】Ｍ
８

●
元
禄
地
震
・
津
波

　
【
発
生
日
】

　
・
元
禄
16
年
11
月
23
日

　
　
（
１
７
０
３
年
12
月
31
日
）

　
【
推
定
規
模
】Ｍ
７
．９　
～　
８
．２

二
、東
浪
見
村
の
被
害

　
現
在
の
大
字
東
浪
見
地
域
の
被
害
状
況
は

主
に
二
つ
の
歴
史
資
料
か
ら
、
そ
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①『
万

よ
ろ
ず

覚お
ぼ
え

書が
き

写う
つ
し』

　
こ
の
史
料
は
東
浪
見
村
の
児こ

安や
す

惣そ
う

次じ

左ざ

衛え

門も
ん

と
そ
の
子
孫
が
記
し
た
冊
子
で
、
延
宝
５

年（
１
６
７
７
）か
ら
享
保
４
年（
１
７
１
９
）

ま
で
の
様
々
な
記
録
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
記
録
の
多
く
を
占
め
る
の
が
地
震
・
津

波
被
害
で
す
。

　

延
宝
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
は
52
軒
が

津
波
で
押
し
流
さ
れ
、
男
女
子
ど
も
１
３
７

人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
約
１
か
月
の
間
で

さ
ら
に
1４
、
５
人
が
打
ち
身
な
ど
で
亡
く
な

り
、
計
１
５
０
人
余
り
の
人
的
被
害
が
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
曳
網
の

網
や
諸
道
具
も
す
べ
て
流
さ
れ
、
押
し
寄
せ

た
砂
を
除
去
す
る
の
に
３
、
４
年
か
か
っ
た

と
あ
り
ま
す
。

　

元
禄
地
震
・
津
波
に
つ
い
て
は
、
延
宝
地

震
よ
り
津
波
が
約
１
．
２
メ
ー
ト
ル
余
り

高
か
っ
た
こ
と
、
下
通
り（
海
岸
近
く
の
通

り
？
）の
家
は
押
し
流
さ
れ
た
、
と
あ
り
ま

す
。
た
だ
延
宝
地
震
の
被
害
を
覚
え
て
い
た

の
で
多
く
の
人
は
逃
げ
て
、
死
者
は
1４
、
５

人
だ
っ
た
、
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去

の
地
震
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

②
延
宝
の
津
波
供
養
塔（
町
指
定
史
跡
）

　

延
宝
津
波
に
よ
る
被
害
者
の
供
養
塔
で
、

元
禄
７
年（
１
６
９
４
）に
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
石
碑
に
は
東
浪
見
村
の
新
熊
・
原
・
入

鉢
で
１
４
３
人（
男
70
人
、女
73
人
）が
亡
く

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
万
覚
書
写
』

と
人
数
が
重
複
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
延
宝

津
波
で
の
東
浪
見
村
の
被
害
者
は
約
１
５
０

人
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
九
十
九
里
沿

岸
で
は
元
禄
津
波
の
供
養
塔
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
延
宝
津
波
に
関
す
る
石
造
物
は
珍
し

く
、
現
在
確
認
で
き
て
い
る
も
の
は
こ
の
供

養
塔
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
２
０
２
３
年
は
、
関
東
大
震

災（
大
正
12
年
・
１
９
２
３
）
か
ら

１
０
０
年
、
元
禄
地
震
・
津
波（
元
禄

16
年
・
１
７
０
３
）か
ら
３
２
０
年
の

年
と
な
り
ま
す
。
関
東
各
地
の
博
物
館

な
ど
で
、
関
東
大
震
災
に
関
す
る
企
画

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
海
に
面
し
た
一
宮
町
は
度
々
津
波
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
６
月
に

は
専
門
家
の
方
を
お
招
き
し
、
九
十
九

里
地
域
の
地
震
・
津
波
被
害
に
つ
い

て
、講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
令
和
４
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る『
新
編　

一
宮
町
史
』

編
さ
ん
事
業
の
調
査
活
動
の
中
で
、
新

た
に
確
認
さ
れ
た
地
震
被
害
関
係
史
料

な
ど
か
ら
、
町
の
地
震
・
津
波
被
害
を

紹
介
し
ま
す
。

　

�

（
文
責
：
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）
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特

　集

特

　集
【
特
集
】
歴
史
資
料
か
ら
み
た
一
宮
町
の
地
震
・
津
波
被
害　
～
『
新
編　
一
宮
町
史
』
編
さ
ん
事
業
の
活
動
か
ら
～

【
特
集
】
歴
史
資
料
か
ら
み
た
一
宮
町
の
地
震
・
津
波
被
害　
～
『
新
編　
一
宮
町
史
』
編
さ
ん
事
業
の
活
動
か
ら
～

▲『万覚書写』の写し



三
、一
宮
本
郷
村
の
被
害

　
現
在
の
大
字
一
宮
地
域
の
大
部
分
に
あ
た

る
一
宮
本
郷
村
。
延
宝
か
ら
元
禄
の
頃
は
、

幕
府
の
代
官
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
近
年

調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、「
村む

ら

鑑か
が
み」と

い
う

史
料
に
津
波
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
「
村
鑑
」と
は
、江
戸
時
代
に
各
村
毎
に
家

数
・
人
数
な
ど
の
村
の
概
況
を
記
し
た
も
の

で
す
。
町
で
は
現
在
、
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
左
記
の
年
代
の
３
冊
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

（
１
）元
禄
16
年（
１
７
０
３
）７
月

（
２
）享
保
６
年（
１
７
２
１
）２
月

（
３
）延
享
４
年（
１
７
４
７
）７
月

　
（
１
）は
元
禄
津
波
の
４
か
月
前
の
村
況

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
延
宝
津

波
に
関
す
る
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
田
畑

の
石
高
に
は「
津
浪
永え

い
び
き引
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
津
波
の
影
響
に
よ
り
年
貢
を
一
部
免

除
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
以
前
に
津
波

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
（
２
）は
元
禄
津
波
か
ら
18
年
後
の
村
鑑

で
す
。
こ
の
史
料
の
田
畑
の
記
述
に
は「
未

津
波
砂
押
引
」（
津
波
で
押
し
寄
せ
た
砂
が

未
だ
引
か
な
い
）と
い
う
文
言
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た「
当
村
田
畑
共
元
禄
十
六
年
津
波
入

亡ぼ
う

所し
ょ

ニ
罷
成
候
、
其
以
後
年
々
少
々
宛ず

つ

切
開

候
得
共
濱
砂
ニ
而
水
持
無
御
座
、
年
々
旱か

ん

損そ
ん

場
ニ
御
座
候
」（
一
宮
本
郷
村
の
田
畑
は
元

禄
16
年
の
津
波
で
亡
所（
耕
作
者
が
い
な
く

な
る
）に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
後
毎
年
少

し
ず
つ
切
り
開
い
て
き
た
が
浜
砂
の
た
め
、

水
持
ち
が
悪
く
、
年
々
干
害
が
発
生
す
る
場

所
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。）と
も
あ
り
ま
す
。

津
波
か
ら
20
年
近
く
が
経
過
し
て
も
な
お
、

押
し
流
さ
れ
て
き
た
砂
の
除
去
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
（
３
）の
史
料
に
は
興
味
深
い
記
述
が
あ

り
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
の
左
上
に
抜
粋
の
写
真

を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
登
場
す
る
野の

勢せ

権ご
ん

兵べ

衛え

は
元
禄
津

波
の
頃
の
一
宮
本
郷
村
の
代
官
で
あ
り
、
こ

の「
海
大
浪
立
」は
元
禄
津
波
の
こ
と
だ
と

推
測
で
き
ま
す
。
田
畑
へ
の
津
波
の
流
入
を

防
ぐ
た
め
、
堤
が
築
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
場
所
は
不
明（「
川
通
」
と
あ

る
の
で
一
宮
川
沿
い
？
）
で
す
が
、
長
さ

二
百
五
十
間（
約
２
７
２
ｍ
）に
お
よ
ぶ
堤

が
津
波
対
策
と
し
て
築
か
れ
た
と
い
う
こ
と

が
こ
の
史
料
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
が
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
延
宝
・
元
禄
津
波
で
の
一
宮
本
郷

村
で
の
人
的
被
害
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
調
査
で
新
た
な
史
料
が
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
。
過
去
の
歴
史

を
紐
解
き
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
町
で
は
歴
史
資
料
の
調
査
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、古
い
資
料
の
情
報
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※「
村
鑑
」の
翻
刻
作
業
に
は
町
史
編
さ
ん
委

員
の
龍
澤
潤
氏
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
《
参
考
文
献
》

・�

令
和
５
年
度
第
１
回
一
宮
町
文
化
財
講

座「
江
戸
時
代
の
九
十
九
里
地
域
の
地

震
・
津
波
被
害
」（
古
山
豊
氏
）レ
ジ
ュ
メ　
　
　
　
　
　
　

�

ほ
か

　

� 　

冒
頭
で
紹
介
し
た『
万
覚
書
写
』の

原
本
の
所
在
が
現
在
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
何
か
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
教
育

委
員
会
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６
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特

　集

特

　集 
▲元禄津波後に築かれた

堤の模式図

《
延
享
４
年　
「
一
宮
村
鑑
下
書
」抜
粋
》

　
川
通
塩
除
揆
塲
堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

馬
踏
九
尺

　
一　
堤
壱
ヶ
所　
　
　
　
　
　
　
　
長
弐
百
五
拾
間�

敷
弐
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

高
六
尺

　
　
　
　
　
是
ハ
海
大
浪
立
候
時
分
田
地
ヘ
潮
差
入
候
ニ
付
野
勢

　
　
　
　
　
権
兵
衛
様
御
代
官
所
之
節
、御
普
請
御
見
分
御
吟
味

　
　
　
　
　
御
入
用
を
以
御
普
請
被
下
候

高
さ
六
尺（
約
１.
８
１
８
ｍ
）

馬踏九尺（約２.727m）

二間半（約４.５m）



サッカーボールやミニゴールの寄贈ありがとうございます！
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特

　集

特

　集　町出身のプロサッカー選手小出悠太さんから、11月16日に小中学校と保育所（園）にサッカー
ボールなどを寄贈いただきました。ご厚意に心から感謝申し上げるとともに、子どもたちの活動の
場で大切に使わせていただきます。
� 【問合せ】教育課　☎（42）4574　子育て支援課　☎（42）1415

小
こ

出
いで

 悠
ゆう

太
た

 選手　1994年10月20日（29歳）　所属：ベガルタ仙台（2023 ～）
＜経歴＞
■一宮小学校（一宮ウイングスFC）�■一宮中学校（ジェフユナイテッド千葉U-15辰巳台）
■船橋市立船橋高等学校（2学年時　全国高等学校サッカー選手権大会優勝）
■明治大学（4学年時　関東大学サッカーリーグ優勝、ベストイレブンに選出）
■Jリーグ　ヴァンフォーレ甲府(2017-2019）、大分トリニータ(2020-2022）

いちのみや保育所いちのみや保育所

愛光保育園愛光保育園

一宮どろんこ保育園一宮どろんこ保育園

一宮小学校一宮小学校

東浪見こども園東浪見こども園

愛光保育園愛光保育園

東浪見小学校東浪見小学校

一宮中学校一宮中学校



町
内
に
お
住
ま
い
の
宮
本
龍
子
さ
ん

が
、
高
齢
者
叙
勲「
旭
日
単
光
章
」を
受

章
さ
れ
、
町
長
か
ら
勲
記
な
ら
び
に
勲
章

の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

宮
本
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら
平
成
1４

年
ま
で
３
期
12
年
間
、
町
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
し
、
町
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と
広
い
見

識
を
も
っ
て
多
大
な
貢
献
を
す
る
と
と

も
に
地
方
自
治
の
伸
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
４２
）２
１
１
２

町
内
に
お
住
ま
い
の
山
田
眞
也
さ
ん

が
、高
齢
者
叙
勲「
瑞
宝
中
綬
章
」を
受
章

さ
れ
、町
長
が
自
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
裁
判
官
に

任
官
し
、
名
古
屋
や
静
岡
ほ
か
多
く
の
裁

判
所
に
奉
職
。
徳
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部

裁
判
長
を
歴
任
し
、
平
成
12
年
に
千
葉
地

方
・
家
庭
裁
判
所
八
日
市
場
支
部
長
で

退
官
さ
れ
る
ま
で
、
37
年
の
長
き
に
わ
た

り
裁
判
官
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
４２
）２
１
１
２

「
立
花
容
器
株
式
会
社（
岡
山
県
）」
代

表
取
締
役
社
長
の
岡
野
邦
男
様
と「
Ｇ
Ｒ

Ｏ
Ｗ�

ｂ
ｙ�

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
株
式
会
社（
東
京

都
）」代
表
取
締
役
社
長
の
有
馬
朱
美
様

か
ら
９
月
26
日
に
、
１
人
が
72
時
間
生
き

る
の
に
必
要
な
救
援
物
資
を
１
箱
に
梱

包
し
た「
Ｇ
72
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
に
あ
た
り
11
月
15

日
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

目
録　
Ｇ
７２
Ｂ
Ｏ
Ｘ　
２5
箱

ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
適
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
４２
）２
１
１
２

町
内
在
住
の
大
原
沙さ

莉り

さ
ん（
ボ

デ
ィ
ボ
ー
ド
）がIBC

(international�
bodyboarding�corporation

）
の

２
０
２
３
年
度
世
界
ツ
ア
ー
で
、２
度
目

と
な
る
ワ
ー
ル
ド
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
！

　

町
で
は
そ
の
功
績
を
表
し
て
懸
垂

幕
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
お
立
ち
寄

り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！�

�����������【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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旭
日
単
光
章
受
章

旭
日
単
光
章
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
中
綬
章
受
章

瑞
宝
中
綬
章
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

Ｇ
�
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

Ｇ
�
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

��

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

２
０
２
３
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生
！

２
０
２
３
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生
！

▲受章された宮本龍子さんと馬淵町長

▲受章された山田眞也さんと馬淵町長

▲世界一おめでとう！

▲左から宮嵜理事、有馬社長、岡野社長、馬淵町長



子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
子
育
て
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ま
と
め
た

冊
子
で
す
。
現
在
、
母
子
手
帳
発
行
時
や

役
場
・
町
内
保
育
施
設
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

町
内
外
の
企
業
・
団
体
か
ら
の
広
告

掲
載
料
で
製
作
し
ま
し
た
。
支
援
を
い
た

だ
い
た
方
を
代
表
し
て
、
裏
表
紙
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
町
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ

ん
に
完
成
報
告
を
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課　
☎（
４２
）１
４
１
５

7４
回
目
の
千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰

が
11
月
１
日
に
千
葉
市
の
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は「
教
育
行
政
」「
学
校
保

健
」「
芸
術
文
化
」「
社
会
教
育
」「
学
校
教

育
」の
５
分
野
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た

り
千
葉
県
の
教
育
・
文
化
の
発
展
に
寄

与
し
た
個
人
・
団
体
の
功
績
を
称
え
る

も
の
で
す
。

「
教
育
行
政
」部
門
で
は
、元
教
育
委
員

の
渡
邉
惠
之
助
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
渡
邉
さ
ん
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら

令
和
５
年
９
月
ま
で
の
12
年
間
教
育
委

員
と
し
て
教
育
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
教
育
環
境
の
充
実
や
文
化
振
興
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
学
校
教
育
」部
門
で
は
、
一
宮

中
学
校
が
団
体
の
部
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
一
宮
中
学
校
は
、
昭
和
33
年
の
開
校

以
来
、
多
種
多
様
な
研
究
指
定
校
と
し

て
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
様
々
な
教

育
課
題
へ
の
研
究
を
実
践
し
、
そ
の
成
果

を
町
内
外
の
教
育
関
係
者
に
発
表
す
る

な
ど
、
県
の
教
育
の
進
展
に
大
き
く
寄
与

し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）４
５
７
４

１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
が
10
月
30
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
町

長
と
い
っ
ち
ゃ
ん
が
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】

　
企
画
広
報
課　
☎（
４２
）２
１
１
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
完
成

千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰

千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰

を
受
賞
を
受
賞

ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
！

ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
！

み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド

み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド

▲町長と商工会青年部の皆さん

▲渡邉惠之助さん（前列中央）
と教育委員の皆さん

▲左から清水教頭、竹之内教育長、馬淵町長
　2 年柳田さん、3 年大島さん、豊田校長▲千葉県ＨＰ

電子書籍版
ガイドブック



キ
ョ
ウ
・
プ
ラ
ン
」で
す
。
な
お
久
朗
は

東
京
湾
上
に
で
き
る
新
し
い
都
市
を「
ヤ

マ
ト
」と
名
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
に
は
様
々
な
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
年
間
国
家
予
算

の
２
倍
近
く
と
も
い
わ
れ
る
莫
大
な
費

用
、
核
爆
弾
の
平
和
利
用
、
東
京
湾
の
漁

業
問
題
、
埋
立
の
た
め
の
土
の
確
保
な
ど

な
ど
・
・
・
・
・
。
結
果
、
費
用
的
な
面

で
こ
の
計
画
は
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
京
葉
工
業
地
域
や
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
と
い
っ
た
違
う
形
で
実
現
さ
れ
、
今

の
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

�

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

【
第
９
回
　
東
京
湾
埋
立
計
画
】

戦
後
の
久
朗
の
活
動
の
特
筆
す
べ
き
点

と
し
て「
東
京
湾
埋
立
計
画
」の
提
案
が

あ
り
ま
す
。

戦
後
復
興
を
成
し
遂
げ
、
急
速
に
経
済

が
発
展
し
て
い
く
日
本
で
は
、
東
京
へ
人

口
が
集
中
、
土
地
や
住
宅
の
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
住
宅
公
団
も

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
受
け
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
難
し
い
舵
取
り
を
任

さ
れ
た
の
が
久
朗
で
し
た
。

国
内
で
は
公
団
に
よ
り
多
く
の
土
地

（
農
地
）が
開
発
さ
れ
、住
宅
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
開
発
に
対
す
る

反
対
運
動
が
起
こ
り
、
工
事
が
強
行
さ
れ

る
地
域（
松
戸
な
ど
）も
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
中
で
久
朗
が
思
い

描
い
た
の
が「
東
京
湾
埋
立
計
画
」で
す
。

昭
和
33
年（
１
９
５
８
）に
発
表
さ
れ
た

久
朗
の
考
え
は
通
称「
加
納
構
想
」と
呼

ば
れ
、
翌
年
の
産
業
計
画
会
議
の
第
７
次

勧
告「
東
京
湾
２
億
坪
埋
立
に
つ
い
て
の

勧
告
」に
よ
り
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
通
称「
ネ
オ
・
ト
ウ

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵�昌也
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一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

先
日
、東
京
都
文
京
区
で
開
か
れ
た
藩
校
サ

先
日
、東
京
都
文
京
区
で
開
か
れ
た
藩
校
サ

ミ
ッ
ト
と
い
う
会
合
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
れ

ミ
ッ
ト
と
い
う
会
合
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
、全
国
に
２
０
０

は
、幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
、全
国
に
２
０
０

以
上
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
、当
時
の
各
藩
で
設

以
上
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
、当
時
の
各
藩
で
設

け
た
教
育
機
関
で
あ
っ
た
、藩
校
の
存
在
を
再

け
た
教
育
機
関
で
あ
っ
た
、藩
校
の
存
在
を
再

認
識
し
、そ
の
歴
史
的
役
割
を
ふ
ま
え
て
、今

認
識
し
、そ
の
歴
史
的
役
割
を
ふ
ま
え
て
、今

後
の
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
ゆ
こ
う
、と
い

後
の
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
て
ゆ
こ
う
、と
い

う
趣
旨
で
開
か
れ
た
も
の
で
、今
年
で

う
趣
旨
で
開
か
れ
た
も
の
で
、今
年
で
２0２0
回
目
回
目

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

２0２0
年
前
、湯
島
の
聖
堂
で
地
味
に
始
ま
っ
た

年
前
、湯
島
の
聖
堂
で
地
味
に
始
ま
っ
た

会
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、今
年
は
都
知
事
も
挨

会
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、今
年
は
都
知
事
も
挨

拶
に
見
え
、１
，２
０
０
人
も
の
参
加
者
が
あ

拶
に
見
え
、１
，２
０
０
人
も
の
参
加
者
が
あ

る
、盛
大
な
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

る
、盛
大
な
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
く
し
は
、一
宮
町
長
と
し
て
、一
宮
藩
の

わ
た
く
し
は
、一
宮
町
長
と
し
て
、一
宮
藩
の

旧
藩
主
家
、加
納
家
の
ご
当
主・加
納
久
昭
様

旧
藩
主
家
、加
納
家
の
ご
当
主・加
納
久
昭
様

と
ご
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。実
は
、一
宮
町

と
ご
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。実
は
、一
宮
町

に
も
藩
校
が
あ
り
、一
定
の
活
動
が
記
録
さ
れ

に
も
藩
校
が
あ
り
、一
定
の
活
動
が
記
録
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、加
納
様
か
ら
お
誘
い
を

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、加
納
様
か
ら
お
誘
い
を

頂
き
、始
め
て
参
加
し
た
も
の
で
す
。

頂
き
、始
め
て
参
加
し
た
も
の
で
す
。

一
宮
は
、幕
末
に
な
る
と
、太
平
洋
上
に
出

一
宮
は
、幕
末
に
な
る
と
、太
平
洋
上
に
出

没
す
る
黒
船
対
策
と
し
て
、藩
主
の
加
納
家
が

没
す
る
黒
船
対
策
と
し
て
、藩
主
の
加
納
家
が

藩
庁
を
一
宮
に
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。幕

藩
庁
を
一
宮
に
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。幕

府
の
重
臣
と
し
て
、そ
れ
ま
で
江
戸
詰
め
だ
っ

府
の
重
臣
と
し
て
、そ
れ
ま
で
江
戸
詰
め
だ
っ

た
加
納
家
家
中
の
武
士
も
、一
宮
に
居
住
す
る

た
加
納
家
家
中
の
武
士
も
、一
宮
に
居
住
す
る

者
が
次
第
に
多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
を

者
が
次
第
に
多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
を

踏
ま
え
て
、安
政
年
間（
１
８
５
０
年
代
）に
当

踏
ま
え
て
、安
政
年
間（
１
８
５
０
年
代
）に
当

時
の
藩
主・加
納
久
徴
侯
が
学
問
所
を
開
き
、

時
の
藩
主・加
納
久
徴
侯
が
学
問
所
を
開
き
、

武
士
や
庶
民
の
教
育
を
始
め
た
そ
う
で
す
。こ

武
士
や
庶
民
の
教
育
を
始
め
た
そ
う
で
す
。こ

れ
が
一
宮
の
藩
校
の
は
じ
め
で
す
。明
治
２
年

れ
が
一
宮
の
藩
校
の
は
じ
め
で
す
。明
治
２
年

（
１
８
６
９
）に
、最
後
の
藩
主
加
納
久
宜
侯
が
、

（
１
８
６
９
）に
、最
後
の
藩
主
加
納
久
宜
侯
が
、

こ
れ
を
も
と
に

こ
れ
を
も
と
に
崇崇す

う
す
う

文文ぶ
ん
ぶ
ん

館館か
ん
か
ん

と
い
う
藩
校
を
正
式

と
い
う
藩
校
を
正
式

に
発
足
さ
せ
、教
育
課
程
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

に
発
足
さ
せ
、教
育
課
程
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
４
年（
１
８
７
１
）に
廃
藩
置
県
が
行
わ

明
治
４
年（
１
８
７
１
）に
廃
藩
置
県
が
行
わ

れ
る
と
、崇
文
館
は
廃
止
さ
れ
、そ
の
蔵
書
な

れ
る
と
、崇
文
館
は
廃
止
さ
れ
、そ
の
蔵
書
な

ど
は
当
時
の
木
更
津
県
に
送
ら
れ
た
そ
う
で

ど
は
当
時
の
木
更
津
県
に
送
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
す
。実

は
、現
在
の
一
宮
小
学
校
は
、そ
の
崇
文

実
は
、現
在
の
一
宮
小
学
校
は
、そ
の
崇
文

館
の
後
身
な
の
で
す
。藩
校
が
廃
止
さ
れ
た

館
の
後
身
な
の
で
す
。藩
校
が
廃
止
さ
れ
た

の
ち
、そ
の
施
設
を
用
い
て
一
宮
小
学
校
が
設

の
ち
、そ
の
施
設
を
用
い
て
一
宮
小
学
校
が
設

け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

先
日
、一
宮
小
学
校
は
、創
立
１
５
０
周
年

先
日
、一
宮
小
学
校
は
、創
立
１
５
０
周
年

を
お
祝
い
し
ま
し
た
が
、実
は
小
学
校
が
始
ま

を
お
祝
い
し
ま
し
た
が
、実
は
小
学
校
が
始
ま

る
前
、十
数
年
間
に
わ
た
る
藩
校
と
し
て
の
歴

る
前
、十
数
年
間
に
わ
た
る
藩
校
と
し
て
の
歴

史
が
あ
っ
て
、そ
の
基
礎
の
上
に
新
た
な
公
教

史
が
あ
っ
て
、そ
の
基
礎
の
上
に
新
た
な
公
教

育
の
機
関
と
し
て
発
足
し
た
も
の
な
の
で
す
。

育
の
機
関
と
し
て
発
足
し
た
も
の
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
は
、江
戸
時
代
に
藩

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
は
、江
戸
時
代
に
藩

の
政
庁
が
置
か
れ
た
、当
時
の
政
治・経
済・文

の
政
庁
が
置
か
れ
た
、当
時
の
政
治・経
済・文

化
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
一
宮
だ
か
ら

化
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
一
宮
だ
か
ら

こ
そ
存
在
す
る
も
の
で
す
。

こ
そ
存
在
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、一
宮
小
学
校
に
は
、城
山
を
穿
っ
た

ま
た
、一
宮
小
学
校
に
は
、城
山
を
穿
っ
た

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、崇
文
門
と
名
づ
け
ら
れ
て

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、崇
文
門
と
名
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
を
通
り
な
が
ら
、み
な
さ
ま
が

い
ま
す
。こ
れ
を
通
り
な
が
ら
、み
な
さ
ま
が

こ
う
し
た
一
宮
町
な
ら
で
は
の
歴
史
に
思
い
を

こ
う
し
た
一
宮
町
な
ら
で
は
の
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

馳
せ
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

No.89

一
宮
町
の
歴
史
特
集
　
︱
加
納
久ひ

さ

朗あ
き
ら

没
後
60
年
︱

　

ワ
レ
ワ
レ
ハ
千
葉
県
ノ
タ
メ
　

�
千
葉
県
ハ
日
本
ノ
タ
メ
　
日
本
ハ
世
界
ノ
タ
メ

▲ネオ・トウキョウ・プラン図
（個人所蔵）



令
和
６
年
度
に
町
立
小
中
学
校
施
設

（
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）の
利
用
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

学
校
施
設
開
放
と
は
、
学
校
の
施
設
を

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
住
民
の

皆
さ
ん
に
開
放
す
る
事
業
で
す
。
利
用
に

は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

◆
登
録
資
格

　

�

町
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
を
含
む

　
10
人
以
上
の
団
体

◆
募
集
期
間

令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）ま
で

◆
応
募
方
法

　

�

団
体
名
・
代
表
者
名
・
代
表
者
連
絡

先
・
利
用
希
望
の
学
校
施
設
希
望
日
・

時
間
帯
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

　
　
　
　
　

（
４2
）１
４
２
４

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
町
民

の
体
力
・
健
康
増
進
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、「
さ
い
か
つ

ぼ
ー
る
体
験
会
」を
開
催
し
ま
す
。

さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
と
は
、
お
に
ぎ
り
型

の
ボ
ー
ル
を
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
似
た

ル
ー
ル
で
相
手
コ
ー
ト
に
打
ち
返
す
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
球
状
が
不
安
定
な
た
め
、

ど
こ
へ
飛
ん
で
い
く
か
予
測
不
能
で
楽
し

い
球
技
で
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
と
き　
令
和
６
年
１
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午

◆
と
こ
ろ�　
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
運
動
着

◆
定
員　

�

30
人

◆
参
加
費�　
無
料（
申
込
不
要
）

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

来
年
小
学
生
に
な
る
子
ど
も
た
ち
を
お

祝
い
す
る
七
歳
児
合
同
祝
に
、
町
・
教
育

委
員
会
か
ら
千
歳
飴
を
、
一
宮
交
通
安
全

協
会
一
宮
支
部
か
ら
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

お
祝
い
の
品
と
し
て
、
１
０
７
人
の
子
ど

も
た
ち
に
贈
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
ご

成
長
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

「
長
生
郡
市
予
防
接
種
予
約
受
付
セ
ン

タ
ー
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）」で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
電
話
予
約
受
付
は
、
12

月
28
日（
木
）を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

接
種
予
約
は「
長
生
郡
市
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
予
約
サ
イ
ト（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）」に
て
引
き
続
き
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
予
約
を
希
望
す
る
方
や
お
困

り
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
４0
）１
０
５
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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【問合せ】千葉地方法務局茂原支局　☎（24）2188

　あなたの書いた大切な遺言書を法務局でお預かりします。
　遺言書を法務局に預けることで、遺言書が発見されなかったり、書き換えられたりす
るといったトラブルを防ぐことができます。
　希望により、相続開始後、相続人に保管されている通知を行うこと
もできます。さらに、家庭裁判所での検認が不要となります。
　申請手数料は、１通につき3,900円です。
　詳しくは、法務省ホームページをご覧ください

令
和
６
年
度
町
立
学
校
施
設
開
放

令
和
６
年
度
町
立
学
校
施
設
開
放

��
利
用
希
望
団
体
募
集

利
用
希
望
団
体
募
集

「
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
」を

「
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
」を

��

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

七
五
三
、
お
め
で
と
う
！

七
五
三
、
お
め
で
と
う
！

��

～
七
歳
児
合
同
祝
～

～
七
歳
児
合
同
祝
～

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

長
生
郡
市
予
防
接
種
予
約
受
付

長
生
郡
市
予
防
接
種
予
約
受
付

セ
ン
タ
ー
は
終
了
し
ま
す

セ
ン
タ
ー
は
終
了
し
ま
す

▲法務省ＨＰ

預けて安心！自筆証書遺言書保管制度



　
　
　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
冬
期
に
な
る
と

用
水
路
や
水
田
の
土
中
で
越
冬
し
ま
す
。

　

温
暖
化
に
よ
る
暖
冬
に
よ
り
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
が
寒
さ
で
死
滅
せ
ず
、
生
き

残
っ
て
越
冬
す
る
個
体
が
多
く
な
り
、
被

害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

冬
期
の
対
策
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
対
策

①
冬
期
の
耕
う
ん

　

物
理
的
に
貝
を
破
壊
す
る
効
果
と
、
土

か
ら
出
し
て
寒
気
に
さ
ら
し
凍
死
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
耕
う
ん
の
コ
ツ

　
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
速
度（
約
１
．４
ｋ

ｍ
／
ｈ
）は
遅
く
し
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
回

転
速
度（
Ｐ
Ｔ
Ｏ
２
速
）を
速
く
し
、土
壌

を
細
か
く
砕
く
よ
う
に
耕
う
ん
し
ま
す
。

②
水
路
の
泥
上
げ

　

水
田
だ
け
で
は
な
く
、用
水
路
な
ど
で

も
越
冬
し
ま
す
。耕
う
ん
と
同
様
、寒
気
に

さ
ら
し
凍
死
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
泥
上
げ
時
の
注
意

　

掘
り
上
げ
た
泥
は
、
ほ
場
に
入
ら
な
い

よ
う
、
薄
く
広
げ
て
貝
を
寒
気
に
さ
ら

す
、
潰
す
な
ど
し
て
、
生
き
残
ら
な
い
よ

う
に
処
理
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
産
業
観
光
課　
☎（
４２
）１
４
２
８

歯
科
衛
生
士
が
完
全
予
約
制
で
個
別
指

導
し
ま
す
。
普
段
、
歯
や
歯
肉
、
口
腔
内

に
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
歯
や
口
に

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
者

　
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

◆
と
き

　
令
和
６
年
１
月
２9
日（
月
）

　
午
後
３
時
か
ら
４
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容　

�

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

　
　
　
　
個
別
指
導
・
歯
科
相
談

◆
費
用　
無
料

【
問
合
せ
・
予
約
受
付
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
４0
）１
０
５
５

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
り

ま
す
。

来
年
２
月
15
日
ま
で
狩
猟
期
間
で
す
。

作
業
な
ど
で
山
林
に
入
る
場
合
は
、
誤
認

に
よ
る
狩
猟
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
目

立
つ
色
の
衣
服
を
着
用
し
、
ラ
ジ
オ
な
ど

音
の
出
る
物
を
携
帯
す
る
な
ど
安
全
対
策

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
を
さ
れ
る
方
は
正
し
い
マ
ナ
ー
と

安
全
確
認
で
狩
猟
事
故
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】千
葉
県
自
然
保
護
課

　
☎
０
４
３（
２
２
３
）２
９
７
２

令
和
６
年
５
月
25
日
任
期
満
了
に
伴
う
一

宮
町
長
選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
告
示
日

　
令
和
６
年
５
月
1４
日（
火
）

◆
期
日
前
投
票
日

　
令
和
６
年
５
月
15
日（
水
）～
月
18
日（
土
）

◆
投
票
日　

　
令
和
６
年
５
月
19
日（
日
）

【
問
合
せ
】　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
）

　
　
　
　
　
☎（
４２
）２
１
１
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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これは有料広告です

冬
期
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

冬
期
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

防
除
対
策

防
除
対
策

成
人
歯
科
相
談

成
人
歯
科
相
談

安
全
第
一

安
全
第
一
！！

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
期
間
中
で
す

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
期
間
中
で
す

町
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

町
長
選
挙
の
お
知
ら
せ



千
葉
経
済
大
学
地
域
経
済
博
物
館
で
開

催
中
の
特
別
展
に
、
町
教
育
委
員
会
所
蔵

の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ

　
令
和
５
年
度
特
別
展

�

「
海
を
守
る
！　
房
総
海
防
史
」

◆
概
要

18
世
紀
末
、
欧
米
列
強
が
日
本
に
迫
っ

て
き
た
。
こ
の
対
外
的
危
機
に
対
応
す
る

た
め「
海
防
」が
幕
府
の
課
題
と
し
て
浮

上
し
た
。
特
に「
江
戸
湾
」（
現
在
の
東
京

湾
）の
防
備
が
重
視
さ
れ
、
江
戸
湾
の
一

角
を
形
成
す
る
房
総
半
島
は
海
防
政
策
の

最
重
要
の
地
と
な
っ
た
。
房
総
の
各
地
で

は
諸
藩
を
始
め
村
役
人
や
地
引
網
の
網
元

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
海
防
の
担
い

手
と
な
っ
た
。

本
展
示
で
は
、
幕
府
や
藩
、
そ
し
て
地

域
の
人
び
と
が
、
幕
末
の
房
総
半
島
に
迫

り
来
る
対
外
的
危
機
に
い
か
に
対
応
し
た

の
か
、
地
域
に
残
さ
れ
た
資
料
を
中
心
に

紹
介
す
る
。

◆
と
き

　
令
和
６
年
２
月
２
日（
金
）ま
で

◆
開
館
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

◆�

休
館
日

　
日
曜
日
、月
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始

◆
と
こ
ろ

　
千
葉
経
済
大
学
地
域
経
済
博
物
館

　
千
葉
市
稲
毛
区
轟
町
３
︱
59
︱
５

　
千
葉
経
済
大
学
総
合
図
書
館
棟
１
階

◆
入
館
料　
無
料

◆
町
貸
出
資
料

　
絵
図「
芝
地
麁
絵
図
」、異
国
図
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

◆
問
合
せ

　
　
千
葉
経
済
大
学
地
域
経
済
博
物
館

　
　
☎
０
４
３（
２
５
３
）９
８
４
３

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

九
十
九
里
浜
の
イ
ワ
シ
漁
と
共
に
発
展

し
た
上
総
木
綿
。
そ
の
織
元
で
唯
一
現
存

す
る
大
矢
織
物
の
工
場
で
上
総
木
綿
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と
き　
令
和
６
年
１
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

◆�

と
こ
ろ
　
大
矢
織
物
工
場

　
（
大
網
白
里
市
北
今
泉
１
２
９
５
）

◆
問
合
せ　

THE　

KAZU
SA

　
☎
０
９
０（
８
０
４
０
）６
９
８
４

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
４２
）１
４
１
６

　
骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
、
定
期

予
防
接
種
で
得
ら
れ
た
免
疫
が
消
失
し
た

方
に
対
し
て
、
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
の

再
接
種
費
用
を
一
部
ま
た
は
全
額
助
成
し

ま
す
。

◆
対
象
者
　

（
１�

）造
血
幹
移
植
の
影
響
に
よ
り
、
再

接
種
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た

者

（
２�
）予
防
接
種
の
再
接
種
を
受
け
る
日

に
町
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
未
満

の
者（
た
だ
し
、
一
部
の
予
防
接
種

に
年
齢
上
限
が
あ
り
ま
す
。）

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課　
☎（
４0
）１
０
５
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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これは有料広告です

千
葉
経
済
大
学
地
域
経
済
博

千
葉
経
済
大
学
地
域
経
済
博

物
館
特
別
展
に
、
町
所
蔵
資

物
館
特
別
展
に
、
町
所
蔵
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

造
血
細
胞
移
植
後
定
期
予
防

造
血
細
胞
移
植
後
定
期
予
防

接
種
の
再
接
種
費
用
を
助
成

接
種
の
再
接
種
費
用
を
助
成

上
総
木
綿
・
大
矢
織
物
を

上
総
木
綿
・
大
矢
織
物
を

知
ろ
う
！

知
ろ
う
！



10
月
末
に
な
り
、
よ
う
や
く
緑
米
の

稲
刈
り
が
で
き
ま
し
た
。
田
植
え
の
時

期
は
同
じ
な
の
に
、
古
代
米
で
あ
る
緑

米
は
、
稲
刈
り
ま
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り

２
か
月
ほ
ど
余
計
に
か
か
り
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
稲
刈
り
に
先

立
っ
て
、
東
浪
見
小
学
校
の
５
年
生
22

人
が
、
５
月
に
自
分
た
ち
で
田
植
え
を

し
た
と
こ
ろ
で
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

稲
を
刈
り
取
り
、
そ
れ
を
稲
わ
ら
で
結

束
し
て
、
竹
で
組
ん
だ「
お
だ
」
に
稲

を
か
け
て
ゆ
き
ま
す
。
み
ん
な
初
め
て

の
体
験
で
し
た
。
稲
を
わ
ら
で
結
ぶ
の

は
、
大
人
で
も
難
し
い
作
業
で
す
が
、

注
意
深
く
や
り
方
を
聞
い
て
、
丁
寧
に

結
ん
で
く
れ
た
の
で
、
稲
の
抜
け
落
ち

も
少
な
く
、う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
稲
刈
り
に

も
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
稲
の
束
を
運
ん
だ
り
、
お
だ
に
か

け
た
り
と
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
稲
が
よ
く
乾

燥
し
た
の
で
、
翌
週
に
は
脱
穀
作
業
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夏
の
水
不
足
や
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

も
あ
り
、
収
量
は
例
年
よ
り
少
な
そ
う

で
す
が
、
今
年
も
な
ん
と
か
稲
の
収
穫

が
で
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
吉
田　
☎
０
９
０（
５
３
１
７
）９
７
３
８

　

�Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
募
集
中
！

12
月
、
憩
い
の
森
は
ま
だ
、
名
残
り

の
花
々
が
ゆ
く
秋
を
惜
し
む
よ
う
に
咲

い
て
い
ま
す
。

「
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
」の
胞
子
葉「
ガ

マ
ズ
ミ
」や「
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
」の
赤

い
実
、
そ
し
て
赤
い
実
の
仲
間
で
、
地

を
這
う
よ
う
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る

「
フ
ユ
イ
チ
ゴ
」は
冬
の
鳥
た
ち
の
ご
馳

走
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
実
で
す

が
、甘
酸
っ
ぱ
く
て
美
味
し
い
で
す
。

山
の
仕
事
や
観
察
会
の
際
に
は
鳥
た

ち
に
失
礼
し
て
山
の
幸
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
落
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら

の
森
林
浴
は
と
て
も
気
分
爽
快
な
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

「
い
こ
い
の
森
を
育
む
会
」で
は
会
員

募
集
中
で
す
。
毎
月
第
２
日
曜
日
に

は
、
森
の
草
刈
や
整
備
な
ど
、
第
４
火

曜
日
に
は
、
野
草
観
察
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
然
や
野
草
が
大
好
き
な
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
「
い
こ
い
の
森
を
育
む
会
」藤
野

　
☎
０
８
０（
５
９
５
４
）５
６
１
１

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
『『
み
ん
な
で
稲
刈
り
、
お
だ
か
け

み
ん
な
で
稲
刈
り
、
お
だ
か
け
』』

憩
い
の
森
の
花
だ
よ
り

憩
い
の
森
の
花
だ
よ
り

フユノハナワラビ フユイチゴ



まずは相談してみませんか？
　～1月相談日～

・とき　　1月4日（木）
　　　　　10：00～ 12：00
・ところ　保健センター　小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方
【問合せ】福祉健康課　☎（42）1431
※予約は相談日の３日前までです。

・とき　　1月4日（木）
　　　　　14：00～ 16：00
・ところ　保健センター　小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方
【問合せ】総務課　☎（42）2112
※予約は相談日の３日前までです。

・とき　　1月12日（金）
　　　　　13：30～ 17：00
　　　　　1組　30分
【問合せ】
　企画広報課　☎（42）2113

・とき　　1月16日（火）
　　　　　13：30～ 15：30
・ところ　保健センター　小会議室
・対象　　町内在住または在勤の方
【問合せ】総務課　☎（42）2112

人権に関する相談
例）差別、ハラスメントなど
※�電話や窓口で随時予約できます。
（平日のみ）

国の行政全般についての相談や意見・
要望の受付
※�電話や窓口で随時予約できます。
（平日のみ）

町民の皆さんが日ごろ感じている町
政に対する提言・要望・意見など「生
の声」を直接町長がお聴きします。
※�電話や窓口で随時予約できます。
（平日のみ）

【予約受付開始日時】
12月20日（水）
午前8時30分から
※�電話や窓口で予約できます。
　（平日のみ）

【相談内容】
日常生活上の悩みや心配ごと
例）�暮らしや住まい、
　家族に関することなど

・とき　　1月25日（木）
　　　　　9：00～ 12：00
・ところ　一宮町社会福祉協議会
・対象　　町内在住の方
【問合せ】
　社会福祉協議会　☎（42）3424

※相談は無料です。秘密は守られます。
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そのほか介護や子育てに関する相談やお困りごとについて、随時 
受け付けています。また、どこに相談したら良いか分からない場合
などお気軽にお問い合わせください。
� 【問合せ】　企画広報課　☎（４２）2113

【要予約】
人権相談

【要予約】
行政相談

【要予約】
町長室
開放日

【要予約】
弁護士
による
法律相談

【予約不要】
心配ごと
相談
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◆
稲
刈
り
・
収
穫
祭

一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
内
の
田
ん
ぼ
で

育
て
た
お
米
の
稲
刈
り
を
地
域
の
方
の
ご

協
力
の
も
と
、
保
護
者
と
一
緒
に
行
い
ま

し
た
。

収
穫
祭
で
は
、
採
れ
た
お
米
で
お
む
す

び
を
作
り
、
具
に
お
手
製
の
味
噌
と
梅
干

を
入
れ
、「
美
味
し
く
な
あ
れ
」
と
に
ぎ

り
、
満
面
の
笑
み
で
保
護
者
や
友
達
と
味

わ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】子
育
て
支
援
課　
☎（
４２
）１
４
１
５

い
ち
の
み
や
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

が
、
お
し
ゃ
れ
で
か
わ
い
い
仮
装
を
し

て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
を
楽
し
み
ま

し
た
。
お
出
迎
え
し
た
い
っ
ち
ゃ
ん
か
ら

お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】　
子
育
て
支
援
課　
☎（
４２
）１
４
１
５
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子
育
て
支
援
情
報 ●公立いちのみや保育所　【問合せ・予約】☎(42)2514（月曜日～金曜日）

★�町内４か所の保育施設では、親子の交流を図ることが出来るようイベントの開催や園庭開放
を行っています。どなたでもご利用できますので、お気軽にご連絡ください♪

◆映画会※要予約 ◆とき　1月17日（水）10：00～
◆内容　『十二支のはなし』ほか

◆子育て相談室「コアラ組」※要予約 ◆とき　1月5日（金）10：00～ 12：00
◆親子教室「ひよこ組」※要予約（前日まで）
　�育児・栄養相談・看護師による身体計測
も行っています。

◆とき　1月9日（火）、16日（火）各日８組
　　　　10：00～ 11：00（受付�9：45）
◆内容　『お正月のあそびを楽しもう』

◆絵本の貸出「はらっぱ文庫」※予約不要
　�子どもたちは絵本が大好きです。
　「小さい頃に見た絵本は一生の宝物」

◆�テーマ『絵本であたたまろう！』
◆とき　月曜日～金曜日　9：00～ 16：00
　　　　土曜日　9：00～ 12：00

◆「あつまれ！ひよこ組」※予約不要 ◆とき　1月23日（火）10：00～ 11：00
◆ところ　保健センター
◆内容　製作、絵本読み聞かせなど

●子育て支援館「おおぞら」　【問合せ】愛光保育園　☎（40）1033
　◆利用時間　月曜日～金曜日　9：00～ 15：00
◆RABBIT　
　パネルシアター、制作活動などを予定しています。
　詳細はインスタグラムでお知らせします。
　ご質問などお気軽にお問い合わせください。
【問合せ】みんなのいえさくらんぼ　飯田　
　　　　☎080(4902)1880
◆こねっと座談会　※予約不要・参加費無料
　『今年はこんなことをしたい♪』をみんなでおしゃべりしましょう。
　お気軽にお越しください。
　1月18日（木）10：30�～�12：00
【問合せ】138子育てネットワーク　藤井　
　　　　☎090（7720）6070　*138konet@gmail.com

●子育て支援室「しおかぜ」　【問合せ】東浪見こども園　☎（36）7726
　◆利用時間　月曜日～金曜日　9：00～ 15：00

◆たまカフェ　1月10日（水）10：30～　参加費500円　※要予約
　東京おもちゃ美術館から楽しいグットトイがやってきます。おもちゃコンサル
タントと一緒にいろんな楽しい遊び方を見つけて楽しみましょう♪
　お弁当ご持参大歓迎です。みんなでゆっくりお話しましょう。
【問合せ】Mommy�way�たまひよ部　
　　　　☎050(3577)1335　*info@mommyway.net

●地域子育て支援「ちきんえっぐ」　【問合せ】一宮どろんこ保育園　☎（44）7597
　◆利用時間　月曜日～金曜日　9：30～ 15：00

◆出前保育　※予約不要　
　親子ふれあい遊び、製作（鬼のお面を作ろう）
　1月17日（水）10：30～ 11：30　保健センター
※出前保育のほかにイベント（要予約）を行っています。
　詳細はちきんえっぐだよりをご覧ください。 ちきんえっぐだより

LINE

インスタグラム

インスタグラム

たまひよ部

RABBIT

138子育てネットワーク
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すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

●高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。
� 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

今月は成年後見制度についてのお話です。
　成年後見制度とは、認知症や知的障害、精神障害などで判断能力が不十分な人
が経済的な不利益を受けないために支援してくれる人（後見人）をつけ、法律行為
やその他の手続きなどを支援する制度です。

～成年後見制度は【法定後見制度】と【任意後見制度】があります～

～支援内容は大きく分けて【財産管理】と【身上の保護】があります～

法定後見制度
・�現在すでに判断能力が不十分な方が対
象です。
判断能力の程度によって「後見」「保佐」
「補助」の３つの類型に分かれています。
全ての法律行為が行えたり、申し立ての
範囲内での法律行為が行えたり支援で
きる内容も判断能力の程度により異な
ります。

財産管理
・�貯金の管理や年金・給付金の手続き、
税金などの必要な支払いを行います。

・家や不動産などの管理を行います。
・遺産の分割など行います。
・�リフォーム詐欺や悪徳商法にだまし
取られたときなど契約を取り消し、代
金を返金する手続きなどを行います。

【法定後見制度の手続きの流れ】
①�本人・配偶者・四親等内の親族（兄弟、甥姪など）が、一宮町の家庭裁判所に申請す
ることができます。

②家庭裁判所で、調査などを経て後見人（支援してくれる人）を選んでもらいます。
③後見人から支援を受けることができます。家庭裁判所が後見人の監督をします。

任意後見制度
・�現在は判断能力がある人が将来に備え
て契約する方が対象です。

「誰に」「どのような支援をしてもらうか」
自分であらかじめ決めておくことができ
ます。
その後、判断能力が低下したら契約で定
めた行為を行います。

身上の保護
・�入院や医療機関の受診に関する手続き
を行います。
・�介護サービスを利用するための要介護
認定の申請や施設への入退所の手続
き・費用の支払いなどを行います。
・�その他生活に必要な契約手続きなどを
行います。



保健センターだより

に
～地域医療を守るためにわたしたちができること～～地域医療を守るためにわたしたちができること～

ご協力をお願いします

【問合せ】
長生郡市広域市町村圏組合 医療民生課 ☎（20）2899

大人の場合 ＃７１１９または☎０３（６８１０）１６３６

●平日・土曜：１８：００～翌朝６：００まで、日曜・祝日・年末年始・ＧＷ：９：００～翌朝６：００まで

子どもの場合＃８０００または☎０４３（２４２）９９３９

●毎日１９：００～翌朝６：００まで

休日や夜間の救急医療機関は、緊急性の高い患者さんを受け入れる

ためのものです。軽症の患者さんの休日や夜間の受診が増加すると、緊

急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたす場合があります。

１．休日や夜間の受診の前に考えてみましょう！

休日や夜間に受診しようとする際には、平日の診療時間内に受診する

ことができないのか、もう一度考えてみましょう。

日頃から、信頼できる「かかりつけ医」を持ち、平日の受診にご協力く

ださい。

２．かかりつけ医をもちましょう！

日中、医療機関に受診され、薬が処方されているにも関わらず、休

日・夜間に受診される方がいます。

３．もらった薬の確認を！

４．医療機関に受診すべきか迷う場合は、電話相談！
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４．医療機関に受診すべきか迷う場合は、電話相談！
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＊今月の１冊＊
「続　窓ぎわのトットちゃん」

『君は、本当は、いい子なんだよ』。
世界中で愛されるトットちゃん。戦争
の思い出など、青春時代を描いた続編。

☆３密を避けるため、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆感染症予防対策のため、中止する場合があります。

1月　けんこう運動教室の日程
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※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
※図書室内で蔵書検索ができます。

【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者

ヒロイン 桜木紫乃

歌われなかった海賊へ 逢坂冬馬

滅茶苦茶 染井為人

青春をクビになって 額賀澪

鏡の国 岡崎琢磨

真田の具足師 武川佑

ぬまの 100 かいだてのいえ いわいとしお

10 品を繰り返し作りましょう ウー・ウェン

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　8：30～ 17：15（平日のみ）

教室名 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日

けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

10日（水） 慢性痛予防と介護予防体操
①13：00 ～ 1４：00
（受付1２：４5 ～） ２0人

１月４日（木）②1４：15 ～ 15：15
（受付1４：00 ～） ２0人

16日（火） ニコニコ体操
①13：00 ～ 1４：00
（受付1２：４5 ～） ２0人

１月９日（火）②1４：15 ～ 15：15
（受付1４：00 ～） ２0人

26日（金） 筋力アップ体操
①13：00 ～ 1４：00
（受付1２：４5 ～） ２0人

１月19日（金）②1４：15 ～ 15：15
（受付1４：00 ～） ２0人

東浪見
けんこう運動教室
【会場】
東浪見
コミュニティセンター

９日（火） ニコニコ体操 10：00 ～ 11：30
（受付9：４5 ～） 10人 1２月２6日（火）

25日（木） 筋力バランスアップ体操 10：00 ～ 11：30
（受付9：４5 ～） 10人 １月18日（木）
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保健センター
1 月 の行事

※ 対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
詳しくはお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課　☎（40）1055

【 1月の休日在宅当番医（午前9時から午後5時）】
医療機関名

内科系 外科系

1月1日

菅原病院
☎（25）1171 清水三郎医院

☎（25）0776三上クリニック
☎（30）3733

1月2日

東部台医院
☎（22）2455 菅原病院

☎（25）1171吉田医院
☎（34）3045

1月3日

君塚病院
☎（25）1811 三枝医院

☎（25）2203牧野医院
☎（24）2222

医療機関名
内科系 外科系

1月7日 もといハッピークリニック
☎（36）3537

宍倉病院
☎（24）2171

1月8日

山之内病院
☎（25）1131 おゆみの中央病院茂原クリニック

☎（25）7755宮本内科医院
☎（22）3770

1月14日 ポプラクリニック
☎（23）3111

きたじまクリニック
☎（26）7050

1月21日 あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

宍倉病院
☎（24）2171

1月28日 安藤医院
☎（33）2211

公立長生病院
☎（34）2121

※休日当番医は変更になる場合もあります。
　中央消防署指揮情報係　☎（24）0119にお問い合わせするか、
　長生郡市広域市町村圏組合ホームページ（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 10日（水） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 １ 回 目（ 予 約 制 ） 12日（金） 受付13:15 ～ 13:30 妊婦およびその家族

親 子 ふ れ あ い 教 室
（ 予 約 制 ） 18日（木）

9：30～ 10：30 あそびの教室（定員12人）
1歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員12人）
0歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

乳 児 相 談 19日（金） 対象者には別途通知します。 4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 ２ 回 目（ 予 約 制 ） 22日（月） 受付13:15 ～ 13:30 妊婦およびその家族

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 24日（水） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

マ タ ニ テ ィ 教 室
第 ３ 回 目（ 予 約 制 ）

29日（月）
受付13:15 ～ 13:30 妊婦およびその家族

成 人 歯 科 相 談
（ 予 約 制 ） 15：00～ 16：00 18歳以上の希望者

お問い合わせください

あ そ び の 広 場
5日（金）・9日（火）・11日（木）・15日（月）
16日（火）・17日（水）・22日（月）・23日（火）
25日（木）・26日（金）・30日（火）・31日（水）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
15日（月）　11：00～11：30
ボランティア「赤とんぼ」

保
健
セ
ン
タ
ー
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ゴミ収集コース ※前日や夜間に出さず、収集日当日の朝8：30までに出してください。
（１区～ 10 区）　 （11 区～ 17 区・船頭給・新地・宮原・海岸）　
（綱田～新熊・新浜）

１コース ２コース
３コース

●

※カレンダーは 1月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

人権相談
行政相談 子育て相談室「コアラ組」

7 8 9 10 11 12 13

成人式（20歳の祝典） 親子教室「ひよこ組」
小中学校始業式

活性肥料の無料配付

（場所： 北部クリーン　） 
クリーンプラント

町長室開放日
第 4 支団
表彰伝達式

14 15 16 17 18 19 20

プレミアム付商品券
使用期限

親子教室「ひよこ組」
法律相談

出前保育 こねっと座談会 文化財講座

21 22 23 24 25 26 27

あつまれ！ひよこ組 心配ごと相談

28 29 30 31

たまカフェ

広報「いちのみや」を
スマートフォンへ
配信します。

24広報 2023.12

期日までに納めましょう。 ☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：
 19：45 ～ 22：45
茂原市八千代1-5-4
 （中央消防署裏）
テレフォン案内
 ☎（24）1011
 （19：00 ～翌朝6：00）

♯７００９
医療機関を受診するか 
救急車を呼ぶか迷った 
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18：00 ～翌朝6：00
日曜・祝日
　9：00 ～翌朝6：00
ダイヤル回線　
� ☎03（6735）8305

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や 
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
　19：00 ～翌朝6：00

ダイヤル回線　
 ☎043（242）9939

今月の納期 夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

1月31日（水）

町・ 県 民 税（第4期）
国民健康保険税（第7期）
介 護 保 険 料（第7期）
後期高齢者医療保険料（第7期）

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

3 コ ー ス
資 源 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

まちの図書室休

まちの図書室休

ゴミと資源の
分け方・出し方

まちの図書室休

まちの図書室休


